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平成２１年２月３日提出 

さいたま市長 相 川 宗 一 

さいたま市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 

さいたま市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成１３年さいたま市条

例第２９号）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

  改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

  改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 
（１週間の勤務時間） （１週間の勤務時間） 

第２条 職員の勤務時間は、休憩時間を除き、４週
間を超えない期間につき１週間当たり３８時間４
５分とする。 

第２条 職員の勤務時間は、休憩時間を除き、４週
間を超えない期間につき１週間当たり４０時間と
する。 

２ ［略］ ２ ［略］  
３ 地方公務員法第２８条の４第１項若しくは第２
８条の５第１項又は第２８条の６第１項若しくは
第２項の規定により採用された職員で同法第２８
条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める
もの（以下「再任用短時間勤務職員」という。）
の勤務時間は、第１項の規定にかかわらず、休憩
時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間
当たり１５時間３０分から３１時間までの範囲内
で、任命権者が定める。 

３ 地方公務員法第２８条の４第１項若しくは第２
８条の５第１項又は第２８条の６第１項若しくは
第２項の規定により採用された職員で同法第２８
条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める
もの（以下「再任用短時間勤務職員」という。）
の勤務時間は、第１項の規定にかかわらず、休憩
時間を除き、４週間を超えない期間につき１週間
当たり１６時間から３２時間までの範囲内で、任
命権者が定める。 

４ ［略］ ４ ［略］ 
  
（週休日及び勤務時間の割振り） （週休日及び勤務時間の割振り） 
第３条 ［略］ 第３条 ［略］ 
２ 任命権者は、月曜日から金曜日までの５日間に
おいて、１日につき７時間４５分の勤務時間を割

２ 任命権者は、月曜日から金曜日までの５日間に
おいて、１日につき８時間の勤務時間を割り振る



り振るものとする。ただし、育児短時間勤務職員
等については１週間ごとの期間について、当該育
児短時間勤務等の内容に従い１日につき７時間４
５分を超えない範囲内で勤務時間を割り振るもの
とし、再任用短時間勤務職員については１週間ご
との期間について、１日につき７時間４５分を超
えない範囲内で勤務時間を割り振るものとする。 

ものとする。ただし、育児短時間勤務職員等につ
いては１週間ごとの期間について、当該育児短時
間勤務等の内容に従い１日につき８時間を超えな
い範囲内で勤務時間を割り振るものとし、再任用
短時間勤務職員については１週間ごとの期間につ
いて、１日につき８時間を超えない範囲内で勤務
時間を割り振るものとする。 

  
 （休息時間） 
第７条 削除 第７条 任命権者は、所定の勤務時間のうちに、４

時間につき１５分の休息時間を置くものとする。 
 ２ 任命権者は、職務の特殊性又は勤務公署の特殊

の必要により、４時間につき１５分の休息時間を 
設けることが困難である職員の休息時間について、
規則の定める基準に従い、別に定めることができ
る。 

  

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

（さいたま市職員の育児休業等に関する条例の一部改正） 

２ さいたま市職員の育児休業等に関する条例（平成１３年さいたま市条例第３０号

）の一部を次のように改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

  改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を

当該改正後部分に改める。 

  改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 
（育児休業法第１０条第１項第５号の条例で定め
る勤務の形態） 

（育児休業法第１０条第１項第５号の条例で定め
る勤務の形態） 

第１２条 育児休業法第１０条第１項第５号の条例
で定める勤務の形態は、さいたま市職員の勤務時
間、休日及び休暇に関する条例（平成１３年さい
たま市条例第２９号）第４条の規定の適用を受け
る職員の次に掲げる勤務の形態（勤務日が引き続
き規則で定める日数を超えないものに限る。）と
する。 

第１２条 育児休業法第１０条第１項第５号の条例
で定める勤務の形態は、さいたま市職員の勤務時
間、休日及び休暇に関する条例（平成１３年さい
たま市条例第２９号）第４条の規定の適用を受け
る職員の次に掲げる勤務の形態（勤務日が引き続
き規則で定める日数を超えないものに限る。）と
する。 

  ４週間ごとの期間につき８日以上を週休日と   ４週間ごとの期間につき８日以上を週休日と



し、当該期間につき１週間当たりの勤務時間が
１９時間２５分、１９時間３５分、２３時間１
５分又は２４時間３５分になるように勤務する
こと。 

し、当該期間につき１週間当たりの勤務時間が
２０時間、２４時間又は２５時間になるように
勤務すること。 

  ４週間を超えない期間につき１週間当たり１
日以上の割合の日を週休日とし、当該期間につ
き１週間当たりの勤務時間が１９時間２５分、
１９時間３５分、２３時間１５分又は２４時間
３５分になるように勤務すること。 

  ４週間を超えない期間につき１週間当たり１
日以上の割合の日を週休日とし、当該期間につ
き１週間当たりの勤務時間が２０時間、２４時
間又は２５時間になるように勤務すること。 

  

 


